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【上程の理由】

毎年、県連として 14 商工会議所の会頭が一堂に会し、神奈川県知事あてに次年度の政策要望活動を、11 月 8
日に展開するにあたり、県全体要望のほかに各地域の個別要望を行います。毎年、当所の個別要望については道

路要望を中心に、行政・関係機関等と調整して作成しております。ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。

協 議 1

令和２年度 神奈川県予算・政策要望の件    

横須賀商工会議所

（ 個 別 要 望 ）

項       目 理      由

１． 国道 357 号の都市計画決定区間の早

期整備及び南下延伸の早期具体化に

ついて

国道 357 号の都市計画決定区間（八景島から夏島まで）につい

ては、長年の要望活動の結果、平成 29 年度から工事に着手する運

びとなったことに深く感謝している。

本路線は、国道 16 号のバイパス機能を持ち、本市中心部への南

下延伸により、首都圏各地へのアクセス向上に多大な効果を発揮

する。また、物流、観光等、多方面において、本市及び東京湾岸

地域一帯に計り知れない経済効果をもたらす。さらに、慢性的な

交通混雑の緩和や災害時における多重安全性確保等、幅広い効果

が期待でき、本市の発展に関わる最も重要な一般国道と位置づけ

られている。

このため、本路線の都市計画決定区間の早期整備と南下延伸

ルートの早期具体化に向けた積極的な取り組みを引き続き要望す

る。

2. 高速横浜環状南線及び横浜湘南道路

の早期整備について

高速横浜環状南線及び横浜湘南道路は、圏央道の一部を形成し

ており横浜横須賀道路と連結することで、三浦半島から東名高速、

中央道及び関越道へのアクセス向上と所要時間の大幅な短縮をも

たらし、物流の効率化や北関東方面からの新たな観光客誘致に格

段の効果を発揮する。さらに、地震等の災害時には、被災者支援

の物資輸送など緊急輸送道路としての機能が期待されるなど、そ

の効果は計り知れないものがある。よって、この２路線の一刻も

早い開通に向けた積極的な取り組みを要望する。
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3． 三浦半島地域幹線道路等建設促進   本市が、半島性を打破し、慢性的な交通渋滞の緩和による円滑な

他都市との連携を図りつつ、2020 年の東京オリンピック・パラリ

ンピック開催を見据える中で、首都 50km 圏内都市としての一翼を

担うためにも、以下の広域幹線道路整備の早急な実現を要望するも

のである。

(1) 三浦縦貫道路Ⅱ期区間の早期整備

三浦縦貫道路は、渋滞が慢性化している県道 26 号（横須賀三崎）

のバイパス道路として、特に三浦半島地域における中核都市“横須

賀”の業務機能が集中する中心市街地へのアクセスを改善するとと

もに、東京湾岸諸都市との広域経済圏確立に大きな効果をもたらす

重要な路線である。すでに、取付区間を含めた衣笠～林のⅠ期区間

約 5.0km が供用開始されており、さらに南側のⅡ期区間約 4.4 ㎞の

完成が、その効果を一層高めるものである。

平成 16年度からⅡ期区間のうち、北側の約 1.9km が事業着手され、

令和元年度の供用開始に向け整備が進められている。Ⅱ期区間の南

側は、平成 28 年３月改定の「かながわのみちづくり計画」に整備推

進箇所として位置づけられており、早期事業着手に向けた関係各位

の一層のご尽力を切に要望する。

(2) 三浦半島中央道路の早期整備

逗子市から湘南国際村を経て、県道 26 号（横須賀三崎）に至る

三浦半島中央道路は、平成 16 年３月に逗葉新道から県道 27 号（横

須賀葉山）までの区間が供用開始され、湘南国際村ひいては三浦半

島地域へのアクセスが格段に向上することとなった。さらに、湘南

国際村から本市域内における南側区間についても、平成 22 年９月

に湘南国際村山科台線として都市計画決定され、今後の進展を期待

しているところである。

本路線の全線が開通することによって、特に本市を含む三浦半島

南部への物流機能改善等の経済効果、国道 134 号等の渋滞緩和や災

害時の多重安全性確保も期待できる。本路線は、平成 28 年３月改

定の「かながわのみちづくり計画」に整備推進箇所として位置づけ

られており、早期整備へのご尽力を要望する。
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(3) 都市計画道路久里浜田浦線の整備促進

本路線は、平成 29 年度に久里浜から横浜横須賀道路の横須賀イ

ンターチェンジまでが供用され、衣笠十字路の交通混雑が改善して

おり、これまでの関係各位のご尽力に感謝申し上げる。

一方、横浜横須賀道路の横須賀インターチェンジから北側の田浦

地区までが未整備となっているが、この区間が整備されれば、国道

16 号の交通混雑緩和が期待できることから、課題解決に向けた一

層のご尽力及び早期事業化を併せて要望する。

(4)三浦半島地区の有料道路料金値下げ

横浜横須賀道路の通行料金は、平成 28 年４月１日から値下げが

実現し、そのご尽力に対し心より感謝申し上げるとともに、観光振

興など値下げ効果を最大限活かせるよう共に尽力していく所存で

ある。

一方、三浦半島地域にある三浦縦貫道路、逗葉新道、本町山中有

料道路の３つの有料道路については、料金が高く利用しづらいとの

声が多くある。令和元年 10 月時の消費税率の引き上げにおいて、

通行料金は据え置きされたが、引き続き、利用促進のため、通行料

金の値下げを要望する。

また、利便性向上のためＥＴＣの導入を要望する。

(5) 横浜横須賀道路

“（仮称）横須賀ＰＡスマートインターチェンジ”の整備

（仮称）横須賀ＰＡスマートインターチェンジ整備は、本市西地

域の横浜横須賀道路へのアクセス性向上、水産業の輸送支援、観光

振興への寄与、大規模災害に備えた高速道路アクセス向上等を期待

している。なかでも、上り線入口については、佐島漁港からの出荷

時間が短縮、横須賀共済病院までの救急輸送時間が短縮するなど大

きな効果を期待している。

関係各位のご尽力により、平成 27 年７月 31 日に国土交通大臣か

ら連結許可を得られ、現在、上り線入口からの整備に向け鋭意取り

組まれていることに、心から感謝申し上げる。引き続き、早期整備

に向けた支援を要望する。
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(6) 交通渋滞地の改善

本市は、半島特有の丘陵、谷戸といった地形から、都市計画道路

整備が立ち後れ、各インターチェンジ周辺始め、市内各所で交通渋

滞が日常化し、産業のみならず市民生活にも影響を余儀なくされて

いる現状である。

そのため、現在計画あるいは工事中の道路を含め、主要交差点に

おける右折レーン設置等による交通渋滞の早期改善を引き続き要望

する。

4． 海上輸送船の横須賀港への誘致促進 海上輸送船による大量貨物輸送システムに対しては、本市も、東

京湾口部に位置する首都圏の〈海の玄関口〉に当る横須賀港がもっ

とも効果の期待できる港として、官民あげて永年に亘り組織を立ち

上げ、誘致を促進しているところである。

こうした中で、本市では、速度制限を受けない久里浜港の優位性

を最大限活かすため、行政、関係機関とともに宮崎県日向市細島港

との定期航路開設に向け、継続的に事業を展開してきた結果、両市

の合意のもと平成 29年 7 月 10 日にトライアル寄港を実施たほか、

平成 30 年 5 月には防衛省の PFI 船“ナッチャン WORLD”の寄港を

誘致し、多くの来場者に久里浜港の存在をアピールすることができ

た。今後は、引き続き定期航路開設をはじめとして精力的に誘致活

動を展開していくなかで、“重要港湾”であり、かつ“重点港湾”

としての機能強化を含め、強力な支援を要望する。

5. 「ナショナルトレーニングセンター

(NTC)」誘致促進

「ナショナルトレーニングセンター(NTC)」におけるアスリート

の強化は、日本選手の五輪メダル獲得に、着実に成果を上げている。

2020 年の東京五輪開催は、我が国全体のスポーツ振興の機運を高

める絶好の機会となる。本市では「NTC 拡充施設・横須賀誘致委員

会」を母体として、全市を挙げて精力的に誘致活動を展開しており、

5月には本市津久井浜で 3年目となるウインドサーフィンのワール

ドカップは、来場者も大幅に増加し、何よりも地域企業、住民も一

体となって盛り上げ、スポーツが地域を活性化させる起爆剤となる

ことが証明された。東京五輪のレガシーとしてスポーツ振興への国

民的モチベーション維持と多種目の世界的アスリート育成拠点拡

充に向け、今後も引き続き、国等への積極的な働きかけを切に要望

する。
























